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ア マ ノ リ 添 加 冷 製 菓 子 の 調 製 と そ の 嗜 好 性 に つ い て

相 模 女 大 家 政　　　　　　 ○ 阿 部 芳 子

一 般 に 板 海 苔 形 態 で 食 さ る ア マ ノ リ は 、 カ ル シ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム な ど の 微 量 栄

み 、 給 源 食 品 と し て も 価 値 が 高 い 。 ま た 特 有 な 色 や 香 り は 、 調 理 ・ 加 工 に 有 用 な

も 思 わ れ る 。 昨 年 は ア マ ノ リ 粉 末 を 焙 焼 ケ ー キ の 生 地 に 添 加 し 、 そ の 調 理 性 に つ い

を 行 っ た が 、 今 回 は ア マ ノ リ 粉 末 の 抽 出 液 を 冷 製 菓 子 ３ 種 に 添 加 し て 、 食 品 と し て

性 に つ い て 、 主 に 嗜 好 性 の 面 か ら 検 討 す る こ と に し た 。

法 ］ ア マ ノ リ の 粉 末 は Ｙ 社 調 製 の 粒 度　200 メ ッ シ ュ の も の を 使 用 し た 。 こ の 粉 末2g を

湯 で 溶 解 し 、60 分 間 室 温 攬 拝 し た 後3000rpiii で20 分 間 遠 心 分 離 し 、 ろ 液 をlOOn  I　に 定

容 し て 抽 出 液 と しtz  . 抽 出 液 は 加 熱 調 理 に よ っ て 海 苔 特 有 の 磯 臭 さ を 増 す た め 、 無 加 熱 調

理 の 冷 製 菓 子 へ の 添 加 を 試 み た 。 冷 製 菓 子 に は ム ー ス 、 ア イ ス タ ー ム 、 シ ャ ー ベ ッ ト の ３

種 を 選 び 、 各0.  5X, 0. 75!l添 加 の も の を 試 料 と し て 調 製 し た 。 官 能 検 査 は ２ 点 嗜 好 法 変 法 お

よ び 嗜 好 意 欲 尺 度 法 で 行 っ た 。 ま た 色 とPH を 測 定 し 、 一 部 、 試 食 ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た

［ 結 果 ］ ア マ ノ リ は 紅 藻 類 に 属 す た め 、 抽 出 液 は 濃 い 小 豆 色 を 呈 し た 。 寒 天 や ゼ ラ チ ン で

そ の ま ま 固 め る に は 濃 厚 す ぎ て 希 釈 が 必 要 だ っ た が 、 生 ク リ ー ム 等 加 え る 冷 製 菓 子 で は 原

液 の ま ま 添 加 が で き た 。 抽 出 液 は 酸 性 側 で 赤 紫 色 を 呈 し 、 ア ル カ リ 側 で 桃 色 を 呈 し た 。

0. 5!eと0.  75X 添 加 試 料 に つ い て 行 っ た ２ 点"I 好 法 変 法 で は 色 、 匂 い 、 口 ざ わ り 、 食 味 の 項

目 で 有 意 差 が 無 か っ た が.  嗜 好 意 欲 尺 度 法 の 結 果 も 加 え 総 合 的 に 判 断 す る と0.  5X 添 加 試 料

が0.  75X 添 加 試 料 よ り 好 ま れ る 傾 向 に あ っ た 。3 種 の 中 で は0.  5X ア イ ス ク リ ー ム の 嗜 好 性

が 高 く 、 ア ン ケ ー ト 調 査 で も 、 食 品 か ら 抽 出 し た 天 然 色 素 の 安 全 性 が 評 価 さ れ て い た 。
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